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速やかに石鹸とぬるま湯で付着部分を良く洗う。外観に変化があるか痛みが続く場合
は医師の診断を受ける。

■吸引した場合
不快感を覚えたら換気の良い場所に移り、鼻をかみ、うがいをする。
状況により医師の診断を受ける。

　環境対応特殊洗浄剤　

 ＰＵＲＥ ＭＡＰＬＥ Ｉ

直ちに清浄な水で１５分間洗眼した後、速やかに医師の診断を受ける。

木部のカビ・日焼け落とし、木材のあく洗い
木部の除カビ・除菌、松・檜のアオ取り

避けて下さい。●使用後は密栓し、直射日光を避け常温にて子供の手の届かない所に、

化学繊維１００％の刷毛〈獣毛の混じった刷毛不可〉で乾燥した木部

木部の上に、クリアー仕上げされているもの（防腐剤・ニス・ワック
ス等）はニス用剥離剤等で、すべて落としておいて下さい。
室内の作業については、換気を良くしマスカー等で養生をして下さい。

液　　　性　：
主　成　分　：

アルカリ性
次亜塩素酸、ナトリウム

に均一になでる様に塗布して下さい。

適な生活空間を作る事が出来ます。

■目に入った場合

保管して下さい。
●本品の性質上１年以内に使用して下さい。（本製品に製造年月日記載）

●吸引飲用不可。本品は飲めません。●用途以外には使用しないで下さい。●他の液

ール手袋を着用して下さい。●衣類に付着すると、脱色の恐れがあります。●使用容
器は塩ビ等プラスチック容器を使用して下さい。●使用済みの汚れた液剤の再利用は

洗浄剤できれいになった箇所に、保護剤及び光触媒サガンコートを施
工することで、防汚・抗菌・抗カビ・抗ウイルス・消臭効果を加え快

■皮膚に付着した場合

■飲み込んだ場合
食塩水を飲ませて吐き出させ速やかに医師の診断を受ける。

剤と絶対に混ぜないで下さい。（酸性の洗剤を混ぜると塩素ガスが発生する恐れがあ
ります。）●作業中は換気を良くして保護メガネ、防毒マスク及びゴム手袋又はビニ



　

　※上記工程後、更に白さを求めたい場合は、ＰＵＲＥ　ＭＡＰＬＥ　Ｉ液が完全に乾いた後
　　で、ＰＵＲＥ　ＭＡＰＬＥ　Ｆ液を３倍に希釈して化学繊維１００％の刷毛〈獣毛の混じ

⑥繰り返し作業がより一層の効果を高めますが、乾燥後の仕上がりは作業終了時点より、３０

　　必ず、容量に合ったプラスチック容器を使用して下さい。

※希釈の仕方

●木部の除菌・カビ等の除去

例：本製品１００ccに対して水を１００cc足すと２倍希釈。２００ccの水を足すと３倍希釈。

あらかじめ本製品を目立たない所でテストをし、確認した上で作業にかかって下さい。

作　業　手　順

①ゴム手袋等を着用し、作業に掛かって下さい。

⑤古い木もしくは汚れのひどい木で、１回で汚れが落ちない場合は、表面が乾いた後、繰り返

施工が簡単！スピーディー！木材をいためず復元！
木部のあく・カビ・汚れをスッキリ落とす木部修復剤

②室内の作業については、換気を良くしマスカー等で養生をして下さい。

　しこの作業を行って下さい。

　％程度白さが増す事があるので、塗り過ぎには注意して下さい。
　※塗布後のドライヤー等による強制乾燥は、木の変質をきたす恐れがありますので、絶対に
　　行わないで下さい。

　　った刷毛不可〉で塗布して下さい。
　※充分乾燥した後、ＰＵＲＥ　ＭＡＰＬＥ　Ｐｒｏｔｅｃｔ　ＷＢを刷毛で塗布して下さい。
　※保護剤を塗布せず塗装する場合は、洗浄・乾燥後そのまま行うことが出来ます。

③木部の上に、クリアー仕上げされているもの（防腐剤・ニス・ワックス等）はニス用剥離剤
　等で、すべて落としてから作業にかかって下さい。
④ＰＵＲＥ　ＭＡＰＬＥ　Ｉ液を原液もしくは水で２～３倍に希釈して、乾燥した木部に均一
　に化学繊維１００％の刷毛〈獣毛の混じった刷毛不可〉でなでる様に塗布して下さい。


